
学

会

会

報

学

ム一
A

集

報

理

事

会

〈
第
一
回
〉
’

〈
第
二
回
〉
一

｝
前
輯
掲
載
済
み

〈
第
三
国
〉
一

〈
第
四
回
〉
、

昭
和
五
十
一
年
一
月
十
三
日
於
龍
谷
大
学
図
書
館
会
議
室

て
真
宗
研
究
第
二
十
輯
発
刊
に
つ
い
て

一
、
第
二
十
三
回
大
会
の
件

〈
第
五
回
〉

昭
和
五
十
一
年
三
月
九
日

一
、
第
二
十
三
回
大
会
の
件

一
、
経
理
状
況
の
報
告

於
龍
谷
大
学
図
書
館
会
議
室

昭
和
五
十
一
年
度

〈
第
一
回
〉

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
一
日
於
龍
谷
大
学
図
書
館
会
議
室

一
、
第
二
十
三
回
大
会
並
び
に
総
会
に
関
す
る
件

一一一一一一

一
、
昭
和
五
十
年
度
決
算
報
告

一
、
昭
和
五
十
一
年
予
算
案
審
議

一
、
学
会
費
値
上
げ
の
件

一
、
役
員
改
選
の
件

一
、
第
七
回
木
辺
門
主
奨
学
賞
選
考
大
谷
大
学
江
上
浄
信
氏
に
内
定

一
、
第
二
十
四
回
大
会
会
場
に
関
す
る
件

〈
第
二
回
〉

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
九
日

一
、
第
二
十
四
回
大
会
に
閲
す
る
件

於
龍
谷
大
学
図
書
館
会
議
室

〈
第
三
国
〉

昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日

て
第
二
十
三
回
大
会
決
算
報
告

一
、
事
務
引
継
ぎ
の
件

於
大
谷
大
学
図
書
館
会
議
室

第
二
十
三
回
大
会

第
二
十
三
回
真
宗
連
合
学
会
大
会
は
、
昭
和
五
十
一
年
五

月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両
日
に
百
一
っ
て
、
龍
谷
大
学
大
宮



図
書
館
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
各
地
よ
り
多
数
の

参
加
者
が
あ
り
、
各
派
御
門
主
、
宗
務
総
長
を
迎
え
活
気
あ

ふ
れ
る
学
会
で
あ
っ
た
。

〈
第
一
日
〉
五
月
二
十
九
日
（
土
〉

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
学
会
本
部
を
置
き
、
午
前
八
時
に
受
付
を
は

じ
め
に
。

〔
研
究
発
表
〕

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
十
六
時
三
十
分
ま
で
左
記
の
十
四
氏
の
研
究
発

表
が
行
な
わ
れ
、
活
滋
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

ー
、
女
子
学
生
の
宗
教
意
識
に
つ
い
て京

都
女
子
大
学
寺
川
幽

2
、
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
菩
薩
戒
経
』
の
引
意
に
つ
い
て

本

願

寺

派

山

崎

龍

3
、
念
仏
と
法
難
に
つ
い
て
の
一
考
察

出
雲
路
派
小

4

、

大

行

論

の

一

考

察

龍

谷

大

学

武

5
、

浄

土

教

と

神

話

大

谷

大

学

安

｜
｜
時
間
の
問
題
を
中
心
一
｜
｜

6
、

「

自

然

」

高

旦

孟

品

鷲

7
、

唐

代

浄

土

教

の

一

面

龍

谷

大

学

上

8
、
近
世
に
お
け
る
東
本
願
寺
の
宗
務
機
構
に
つ
い
て

大
谷
大
学
谷

本
願
寺
派
細

9
、
源
信
和
尚
の
仏
土
観

学

会

委

報

富田泉山尾川端

イ言龍宗大弘行昭

日

、

近

世

真

宗

と

百

姓

一

授

龍

谷

大

学

早

－

1
飛
隣
地
方
に
お
け
る
明
和
年
間
以
降

の
百
姓
一
授
と
本
願
寺
教
団
の
動
向

i
！

日
、
真
蹟
本
に
見
る
親
驚
聖
人
の
か
な
の
用
法

仏
光
寺
派

島

有

毅

門

徹

真

JII 

ロ
、
方
使
法
身
と
し
て
の
法
蔵
菩
薩
と
名
号

官
一
川
田
尚
子
A
E

池本

回川

光

諦定

目

、

教

化

学

と

は

何

か

同

朋

大

学

弘
、
『
末
法
灯
明
記
』
の
思
想
的
意
義

大
谷
大
学

勇

坂

東

性

純

芳

〔
会
員
総
会
〕

研
究
発
表
後
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
講
堂
に
お
い
て
会
員
総
会
ぞ
開

催
し
た
。
各
派
御
門
主
、
法
嗣
殿
の
御
臨
席
を
賜
わ
っ
た
ほ
か
、
各
派
宗

務
総
長
が
出
席
さ
れ
た
。
総
会
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

明哉精之

第
一
部

一
、
開
会
の
辞

一
、
勤
行
（
嘆
仏
偏
）

一

、

挨

拶

一

、

挨

拶

て

祝

辞

一

、

祝

辞

て

祝

辞

柏

原

理

事

石

田

理

事

長

石

田

理

事

長

本
願
寺
派
宗
務
総
長

本
願
寺
派
門
主

高

田

派

門

主

＝
一
門
徒
派
宗
務
総
長

峻範桔j夫

一一一一一



学

会

会

報

第
二
部

一
、
座
長
推
挙

可
会
者
柏
原
理
事
の
発
言
に
よ
り
本
願
寺
派
佐
々
木
徹
真
氏
が
推
挙
さ

れ
た
。一

、

昭

和

五

十

年

度

会

務

・

会

計

報

告

山

本

理

事

会
務
報
告
中
、
第
七
回
木
辺
門
主
奨
学
賞
は
、
昨
年
度
大
会
の
研
究
発

表
者
の
中
か
ら
規
程
に
従
っ
て
選
考
し
た
結
果
、
大
谷
派
江
上
浄
信
氏
に

授
与
さ
れ
る
旨
発
表
が
あ
っ
た
。

一

、

昭

和

五

十

一

年

度

予

算

案

審

議

山

本

理

事

一
、
学
会
費
値
上
の
件

山
本
理
事
よ
り
現
行
の
会
費
千
円
で
は
、
印
刷
費
、
郵
送
料
な
ど
の
値

上
げ
に
と
も
な
い
来
年
度
よ
り
大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
、
五
十
二
年
度
よ
り
会
費
千
五
百
円
案
が
提
示
さ
れ
、
満
場
一
致
で

乙
の
原
案
を
承
一
認
可
決
し
た
。

一
、
役
員
改
選
の
件

本
年
度
は
役
員
改
選
の
時
期
に
あ
た
り
、
全
員
が
改
選
さ
れ
た
。
ま
ず

五
名
の
選
考
委
員
に
よ
っ
て
一
評
議
員
が
選
ば
れ
、
つ
い
で
評
議
員
の
中
か

ら
理
事
が
選
出
さ
れ
、
更
に
理
事
の
中
か
ら
藤
原
幸
章
氏
が
理
事
長
と
し

て
互
選
せ
ら
れ
た
。
石
田
充
之
、
藤
原
孝
章
新
旧
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
っ

た
後
、
石
田
旧
理
事
長
を
本
学
会
会
五
J

と
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
決
め

た。
一
、
次
年
度
大
会
会
場
の
件

石
田
理
事
長
よ
り
次
年
度
大
会
会
場
は
、
各
派
本
山
の
都
合
や
順
番
よ

り
考
え
て
、
高
田
派
に
依
頼
し
た
き
旨
の
提
案
が
あ
り
、

ζ

れ
に
応
え
て

四

高
田
派
ぞ
代
表
し
て
服
部
総
務
よ
り
承
認
し
た
旨
の
発
表
が
あ
っ
た
。

一
、
そ
の
他

会
員
よ
り
学
会
組
織
や
運
営
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
今
後
検

討
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。

一
、
閉
会
の
辞

柏

原

理

事

〔
両
堂
参
拝
〕

会
員
総
会
終
了
後
、
西
本
願
寺
両
堂
に
参
拝
し
、
ひ
き
つ
づ
き
御
影
堂

前
に
て
、
参
会
者
一
同
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

〔
懇
親
会
〕

午
後
六
時
よ
り
西
本
願
寺
境
内
丸
金
食
堂
に
お
い
て
、
会
員
六
十
余
名

が
出
席
し
、
山
本
理
事
の
司
会
で
開
催
さ
れ
た
。
各
派
御
門
主
、
法
嗣

殿
、
総
長
殿
な
ど
多
数
の
方
々
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
歓
談

の
後
、
午
後
七
時
三
十
分
頃
散
会
し
た
。

〔
宝
物
展
観
〕

第
二
十
三
回
大
会
の
宝
物
展
観
は
、
西
本
願
寺
と
熊
谷
大
学
所
蔵
の
法

宝
物
が
出
陳
さ
れ
、
午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で
龍
谷
大
学
同
書
館
展

観
室
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
出
陳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
証
如
・
顕
加
・
准
如
三
上
人
時
代
の
関
係
史
料
展
」

－

証

如

上

人

御

影

本

願

寺

蔵

本
願
寺
第
十
世
門
主
。
実
如
上
人
の
後
を
承
け
て
十
歳
で
継
職
さ
れ

た
。
上
人
は
専
ら
和
平
を
旨
と
し
た
教
団
政
策
を
と
ら
れ
た
が
、
折
か
ら

戦
国
争
乱
の
織
烈
期
で
あ
り
、
そ
の
禍
中
か
ら
逃
れ
る
わ
け
に
は
行
か
な



か
っ
た
。
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
八
月
細
川
・
六
角
氏
及
び
日
蓮
宗
徒

の
攻
撃
を
受
け
山
科
本
願
寺
を
退
転
、
十
寸
基
ぞ
大
坂
石
山
に
移
さ
れ
る
な

ど
難
局
に
対
処
さ
れ
た
。
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
回
）
示
寂
、
享
年
三

十
九
、
信
受
院
と
号
す
。

顕

如

上

人

御

影

本

願

寺

蔵

本
願
寺
第
十
一
世
門
主
。
証
如
上
人
の
長
男
、
誇
を
光
佐
と
い
う
。
上

人
は
戦
国
多
端
の
時
代
に
処
し
て
、
よ
く
宗
門
を
維
持
発
展
せ
し
め
ら
れ

た
。
門
跡
の
勅
許
、
織
田
信
長
と
の
交
戦
、
本
願
寺
の
諸
地
移
転
及
び
京

都
移
基
等
、
事
蹟
は
多
い
。
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
十
一
月
五
十
歳
で

示
寂
、
信
楽
院
と
号
す
。

2 

准

如

上

人

御

影

本

願

寺

蔵

本
願
寺
第
十
二
世
門
主
。
徳
川
政
権
の
樹
立
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
面
に
政
治
統
制
が
強
化
さ
れ
た
が
、
乙
の
重
大
な
時
期
に
当
た
っ
て
近

位
本
願
寺
の
基
盤
を
築
か
れ
た
。
と
く
に
東
西
本
願
寺
の
別
立
、
元
和
三

年
（
一
六
一
七
）
十
二
月
の
大
火
と
そ
の
復
興
な
ど
の
難
局
に
対
処
さ
れ

た
。
寛
永
七
年
（
一
六
三

O
）
十
一
月
一
不
寂
、
享
年
五
十
四
、
信
光
院
と

号
す
。

3 4 

顕
如
上
人
・
如
春
尼
連
座
御
影

本
願
寺
蔵

本
願
寺
第
十
一
世
顕
如
上
人
と
同
内
室
如
春
尼
を
一
幅
に
描
い
た
連
座

像
。
如
春
尼
は
細
川
晴
元
の
養
女
で
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
〉
四
月
上

人
の
も
と
へ
入
輿
さ
れ
た
。
上
人
遷
化
の
後
は
、
剃
髪
し
て
如
春
尼
と
称

学

会

業

報

し
、
幼
少
の
准
如
上
人
を
補
佐
し
、
京
都
木
願
寺
山
早
川
川
期
の
経
営
に
顕
著

な
も
の
が
あ
り
、
教
団
に
お
け
る
地
位
は
す
こ
ぶ
る
高
か
っ
た
。

5
証
如
上
人
翌
日
札
案

龍
谷
大
学
蔵

6 

顕
如
上
人
御
消
息

本
願
寺
蔵

7

顕
如
上
人
消
息
案
文

龍
谷
大
学
蔵

教

如

上

人

御

消

息

本

願

寺

蔵

本
願
寺
第
十
一
世
顕
如
上
人
の
長
子
。
文
禄
一
冗
年
（
一
五
九
二
）
十
一

月
、
顕
如
上
人
の
入
寂
に
よ
り
第
十
二
世
を
継
い
だ
が
、
翌
二
年
九
月
退

職
し
、
乙
れ
を
弟
准
如
上
人
に
譲
っ
た
。
し
か
し
、
教
如
上
人
を
支
持
す

る
門
徒
も
多
数
あ
り
、
慶
長
七
年
三
六

O
二
）
家
康
の
認
可
を
得
て
寺

基
を
別
立
、
い
わ
ゆ
る
東
本
願
寺
を
創
立
し
た
。
慶
長
十
九
年
（
一
ム
ハ
一

四
）
五
十
七
歳
に
て
示
寂
、
信
浄
院
と
号
す
。

8 9

教
如
上
人
御
誕
生
其
他
之
記
（
永
禄
一
五
年
〉
龍
谷
大
学
蔵

m
教
如
上
人
御
得
度
記
（
永
禄
十
三
年
〉

龍
谷
大
学
蔵

日
准
如
上
人
御
消
息

本
願
寺
蔵

ロ
証
如
上
人
開
板
御
文
章

龍
谷
大
学
蔵

一＝一五



学

会

会

報

蓮
如
上
人
が
そ
の
生
涯
に
述
作
し
た
多
数
の
御
文
章
の
中
か
ら
、
八
十

通
を
選
ん
で
所
謂
五
帖
一
部
と
な
し
た
の
は
、
突
如
上
人
の
時
代
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
証
如
上
人
の
時
代
に
初
め
て
開
版
さ
れ
た
。
こ
れ

に
は
仮
名
遣
等
に
訂
正
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

日

重

文

天

文

日

記

本

願

寺

蔵

本
願
寺
第
十
世
証
如
上
人
の
日
記
。
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
二
十
一

歳
よ
り
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
遷
化
直
前
ま
で
十
九
年
間
に
及
ぶ

も
の
で
あ
り
、
石
山
時
代
の
木
願
寺
の
動
静
を
知
る
た
め
に
は
最
も
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
天
文
座
右
日
記
・
本
願
寺
日
記
・
証
如
上
人
日
記
と
も

称
さ
れ
て
い
る
。

U

私

心

記

本

願

寺

蔵

蓮
如
上
人
の
末
子
実
従
の
日
記
。
実
従
は
証
如
上
人
の
叔
父
に
当
た

り
、
幼
少
の
上
人
を
補
佐
し
て
本
願
寺
の
要
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
日
記

は
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
八
月
か
ら
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
二
月

ま
で
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
証
如
上
人
の
『
天
文
日

記
』
と
と
も
に
当
時
の
本
願
寺
内
外
の
情
勢
を
知
る
う
え
に
有
力
な
資
料

で
あ
る
。

15 

阿
弥
陀
堂
之
御
礎
之
記
（
永
禄
八
年
）

龍
谷
大
学
蔵

m
石

山

本

願

寺

御

堂

制

札

龍

谷

大

学

蔵

天
文
六
年
ハ
一
五
一
二
七
・
証
如
上
人
時
代
）
正
月
、
石
山
本
願
寺
に
お

一一二六

い
て
御
堂
勤
番
衆
に
対
し
て
定
め
ら
れ
た
捉
で
、
全
文
九
カ
条
が
掲
げ
ら

れ
勤
番
僧
の
規
範
と
な
っ
た
。

げ

反

古

一

一

書

龍

谷

大

学

蔵

蓮
如
上
人
の
孫
に
当
た
る
加
賀
国
光
教
寺
顕
誓
が
永
禄
十
一
年
（
一
五

六
八
）
六
月
に
編
集
し
た
著
書
で
、
内
容
は
法
然
上
人
よ
り
本
願
寺
第
十

一
代
顕
如
上
人
に
至
る
歴
世
の
沿
革
、
諸
寺
の
由
緒
な
ど
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
顕
誓
は
乙
の
他
に
『
今
十
日
独
語
』
二
巻
な
ど
を
著
し
て
お
り
、

博
識
で
あ
っ
た
。

四

下

問

家

系

図

龍

谷

大

学

蔵

下
問
家
は
宗
祖
に
近
侍
し
た
蓮
位
房
に
始
ま
り
、
代
々
本
願
寺
の
秘
書

的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
第
五
世
紳
如
上
人
の
頃
か
ら
御
堂

a
M
V
A
v
b」
h
リ
h
y
r

、

の
鐙
取
役
に
就
き
、
顕
如
上
人
の
と
き
本
願
寺
が
門
跡
に
列
せ
ら
れ
た
た

め
坊
’
官
と
江
り
、
明
治
初
年
ま
で
本
願
寺
家
匡
と
し
て
勢
力
を
ふ
る
っ

た。
こ
の
系
図
は
蓮
如
上
人
の
第
二
十
三
子
跡
、
得
寺
実
悟
が
天
文
二
十
年

（
一
五
五
一
）
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
国
宝
三
十
六
人
家
集
（
複
製
）
龍
谷
大
学
蔵

三
十
六
歌
仙
の
代
表
作
を
選
び
三
十
六
人
家
集
と
し
て
書
写
し
た
最
古

（
平
安
時
代
）
の
も
の
で
あ
る
。
書
風
や
装
飾
音
ω
匠
の
優
雅
さ
で
広
く
世

に
知
ら
れ
て
い
る
。
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
正
月
、
後
奈
良
天
皇
が

副
如
上
人
に
下
賜
し
た
も
の
で
あ
る
。



却
栄
花
物
語
（
後
奈
良
天
皇
下
賜
）
本
願
寺
蔵

天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
後
奈
良
天
皇
か
ら
証
如
上
人
の
ほ
慶
寿
院
に

下
賜
さ
れ
た
も
の
で
、
全
部
で
十
五
帖
あ
る
。
筆
者
は
近
衛
政
家
・
中
御

門
宜
秀
・
同
宣
・
同
宜
胤
・
姉
小
路
基
綱
・
鷹
司
兼
輔
な
ど
の
公
家
で
あ

る
。
な
お
慶
寿
院
は
古
典
に
親
し
ん
で
い
た
乙
と
が
『
天
文
日
記
」
に
み

え
る
。

幻
重
美
後
奈
良
天
皇
炭
翰
「
氷
始
解
」
本
願
寺
蔵

後
奈
良
天
皇
の
御
代
は
、
本
願
寺
で
は
第
十
世
証
如
・
第
十
一
世
顕
如

上
人
の
と
き
に
当
り
、
本
願
寺
は
青
蓮
院
を
介
し
て
朝
廷
に
接
近
し
た
。

天
皇
か
ら
は
伏
見
院
展
筆
歌
一
巻
・
鷹
巣
法
帖
・
一
二
十
六
人
家
集
な
ど
も

下
賜
さ
れ
て
お
り
、
ま
に
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
に
は
権
僧
正
の
勅

許
を
得
た
。

幻

七

夕

当

座

短

冊

木

願

寺

蔵

本
願
寺
に
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
〉
頃
か
ら
慶
長
十
一
年
（
二
ハ

O
六
）
ま
で
の
短
冊
が
百
七
十
九
枚
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ζ

れ
ら
は
顕
如

上
人
を
初
め
一
門
の
近
親
や
家
臣
が
、
折
に
触
れ
て
催
し
た
当
座
の
歌
会

の
短
冊
で
あ
る
。
乙
の
短
冊
は
顕
如
上
人
・
如
春
尼
・
阿
茶
（
准
如
上

人
）
の
詠
草
で
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
が
七
夕
の
当
座
の
歌
会
に

詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

お

盆

石

残

雪

本

願

寺

蔵

末
松
山
と
共
に
著
名
な
本
願
寺
名
物
の
盆
石
で
、
春
山
に
残
雪
を
と
ど

学
υ：

会

業

報

め
る
風
情
が
あ
る
。
『
只
塚
御
座
所
日
記
」
天
正
十
一
二
年
（
一
五
八
五
）

十
二
月
二
十
七
日
の
条
に
「
秀
吉
公
早
々
ヨ
リ
御
出
ニ
テ
、
終
日
御
遊

興
、
御
連
歌
等
ア
リ
。
残
雪
ノ
石
ヲ
御
目
ニ
カ
ケ
ラ
ル
ル
也
」
と
あ
り
、

当
時
よ
り
珍
重
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

%

織

田

信

長

誓

詞

本

願

寺

蔵

本
願
寺
は
元
亀
元
年
（
一
五
七

O
）
以
来
、
信
長
と
交
戦
す
る
こ
と
十

一
年
間
に
及
ん
ピ
が
、
正
親
町
天
皇
は
天
正
七
年
〈
一
五
七
九
〉
冬
以

来
、
両
者
の
和
議
を
あ
っ
せ
ん
さ
れ
た
。
乙
れ
ぞ
機
会
に
信
長
は
翌
八
年

一
一
一
月
に
和
議
の
条
件
七
カ
条
巻
記
し
起
請
血
判
し
て
朝
廷
に
た
て
ま
つ
っ

た
。
四
月
、
顕
如
上
人
は
紀
伊
に
移
ら
れ
た
が
、
長
男
教
如
上
人
は
な
お

石
山
に
残
留
さ
れ
た
。
七
月
、
再
び
信
長
は
誓
詞
を
し
た
た
め
に
の
で
教

如
上
人
も
退
城
を
決
意
さ
れ
石
山
戦
争
は
終
止
符
を
う
っ
た
。
こ
の
誓
詞

は
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

お

豊

臣

秀

吉

朱

印

状

本

願

寺

蔵

本
願
寺
は
大
坂
退
去
の
の
ち
鷺
森
・
貝
塚
・
天
満
へ
と
寺
地
を
移
し
た

が
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
正
月
、
秀
吉
よ
り
京
都
六
条
堀
川
の
土

地
を
寄
進
さ
れ
乙
乙
に
移
っ
た
。
乙
れ
は
そ
の
時
の
寄
進
状
で
、
南
北
二

百
八
十
問
、
東
西
三
百
六
十
間
（
そ
の
う
ち
本
閏
寺
屋
敷
を
除
く
）
の
地

を
寄
進
し
て
い
る
。

Mm

豊

臣

秀

吉

証

状

本

願

寺

蔵

秀
吉
は
、
顕
如
上
人
逝
去
後
の
本
願
寺
の
継
職
問
題
に
し
ば
し
ば
助
一
冨

ご
ニ
七



学

会

実

報

を
与
え
て
い
た
が
、
准
如
上
人
の
継
職
を
認
め
た
関
白
秀
次
の
証
状
に
引

き
つ
づ
い
て
、
秀
吉
自
身
も
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
十
月
十
六
日
乙
の

証
状
を
下
附
し
て
容
認
し
た
。

幻

豊

臣

秀

次

証

状

木

願

寺

蔵

石
山
退
城
後
、
本
願
寺
教
団
に
は
内
部
分
裂
の
徴
し
が
あ
っ
た
。
乙
の

た
め
顕
如
上
人
の
後
を
承
け
て
門
主
の
座
に
つ
い
た
長
男
教
如
上
人
は
お

よ
そ
一
年
余
り
で
退
職
し
、
代
わ
っ
て
三
男
准
如
上
人
が
継
職
し
た
。
そ

の
当
時
、
秀
吉
の
甥
秀
次
は
関
自
に
な
っ
て
お
り
、
文
禄
二
年
（
一
五
九

二
一
）
十
月
十
三
日
、
乙
の
証
状
を
下
し
て
准
如
上
人
の
継
職
を
認
め
た
。

お

武

田

信

玄

害

状

本

願

寺

蔵

石
山
戦
争
は
途
中
で
二
回
の
講
和
が
成
立
し
た
が
、
第
一
回
は
元
亀
三

年
（
一
五
七
二
）
八
月
で
、
信
長
が
将
軍
足
利
義
昭
ぞ
仲
介
と
し
て
本
願

寺
の
同
盟
者
武
田
信
玄
に
和
議
を
図
ら
せ
た
。
こ
れ
は
そ
の
と
き
信
玄
か

ら
本
願
寺
へ
送
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
が
、
そ
の
文
面
は
き
わ
め
て
平
面
的

で
あ
り
、
当
時
の
信
玄
の
友
場
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

〈
第
二
日
〉
五
月
三
十
日
（
日
〉

〔
聖
跡
巡
拝
〕

第
二
十
三
回
大
会
の
一
環
で
あ
る
聖
跡
巡
拝
は
近
江
の
寺
院
め
ぐ
り
を

行
な
っ
た
。
当
日
は
雨
が
降
り
見
学
に
は
あ
い
に
く
の
日
で
は
あ
っ
た

が
、
参
／
加
者
約
四
十
名
は
出
発
地
点
で
あ
る
龍
谷
大
学
正
面
に
九
時
三
十

分
に
集
合
し
、
観
光
パ
ス
に
て
出
発
し
に
。

一
三
八

な
お
御
多
忙
の
中
、
大
谷
大
学
の
細
川
行
信
先
生
が
諸
寺
院
の
解
説
を

し
て
下
さ
っ
た
。
以
下
は
そ
の
巡
拝
記
で
あ
る
。

本

福

寺

京
都
を
後
に
し
て
、
東
山
随
道
、
山
科
、
逢
坂
山
を
貫
け
、

十
分
余
り
で
我
々
は
最
初
の
見
学
先
、
本
福
寺
へ
着
い
た
。

本
福
寺
は
夕
陽
山
と
号
し
、
正
和
年
問
、
善
道
法
師
の
開
基
で
あ
る
。

法
師
は
鴨
義
嗣
の
後
究
開
で
あ
り
、
初
め
野
洲
郡
三
上
神
社
の
神
職
で
あ
っ

た
が
、
後
、
職
を
捨
て
当
地
に
来
住
し
、
覚
如
上
人
に
帰
依
し
て
弟
子
と

な
り
本
寺
を
造
し
た
。
第
三
世
法
住
は
深
く
蓮
如
上
人
に
帰
依
し
、
寛
正

年
中
、
上
人
よ
り
親
驚
、
蓮
如
連
座
の
画
像
、
並
び
に
親
驚
伝
絵
を
授
与

さ
れ
た
。
叉
当
時
は
本
福
寺
道
場
又
は
堅
田
道
場
と
称
せ
ら
れ
、
蓮
如
上

人
が
叡
山
徒
の
横
難
を
こ
う
む
り
し
時
、
之
を
当
寺
に
避
け
錫
を
留
め
て

時
人
を
教
化
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
又
当
寺
に
は
蓮
如
上
人
当
時
の

本
願
寺
の
情
景
を
記
す
本
福
寺
由
来
記
が
あ
る
。

福

林

寺

琵
琶
湖
大
橋
ぞ
渡
り
、
湖
畔
に
に
に
ず
む
八
千
代
で
昼
食
を
と
り
、
一

時
間
余
り
休
憩
を
取
っ
た
後
、
次
の
目
的
地
、
福
林
寺
へ
着
い
た
。
当
寺

は
大
慈
山
と
号
し
天
台
宗
で
あ
る
。

当
寺
で
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
平
安
時
代
初
期
の
作
と
伝

え
ら
れ
る
木
像
、
十
一
面
観
音
像
を
拝
観
し
た
。
乙
の
観
音
像
に
つ
い
て

は
様
々
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
中
で
も
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
、
当
寺
の
あ

る
あ
た
り
は
昔
か
ら
大
洪
水
の
よ
く
あ
る
場
所
で
あ
り
、
洪
水
の
た
び
に

信
徒
の
方
々
が
こ
の
菩
薩
像
奇
持
っ
て
避
難
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
今
日
こ
の
菩
薩
像
巻
見
る
時
、
そ
の
損
傷
が
余
り
に
少
な
い
こ
と
か

一
時
間
二



ら
し
て
、
土
日
の
信
徒
の
方
々
が
菩
薩
像
を
い
か
に
大
切
に
扱
わ
れ
た
か
、

叉
仏
教
に
対
す
る
帰
依
が
い
か
に
深
か
っ
た
か
思
い
知
ら
さ
れ
る
も
の
が

あ
る
。
更
に
重
要
美
術
品
で
鎌
倉
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
石
像
宝
塔
を

拝
観
し
た
。

本
願
寺
派
赤
野
井
別
院

福
林
寺
か
ら
パ
ス
で
十
分
余
り
の
所
に
当
別
院
は
あ
っ
た
。
乙
の
頃
に

な
る
と
、
よ
う
や
く
朝
か
ら
の
残
り
雨
も
止
み
、
青
空
が
の
ぞ
き
初
め
だ

し
た
。赤

野
井
別
院
は
今
か
ら
凡
そ
六
百
二
十
年
前
、
存
覚
上
人
が
こ
こ
に
草

庵
冶
結
ん
で
念
仏
を
弘
通
さ
れ
た
の
が
そ
の
濫
組
問
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後
、
蓮
如
上
人
が
比
叡
山
宗
徒
の
襲
撃
を
避
け
て
栗
太
、
野

洲
両
郡
の
地
を
移
住
さ
れ
た
時
、
乙
の
地
に
移
住
さ
れ
て
坊
舎
や
」
建
て
、

実
子
蓮
停
に
住
持
さ
せ
た
の
が
今
日
の
別
院
の
起
り
で
あ
る
。

現
存
の
別
院
は
今
か
ら
凡
そ
二
百
十
年
前
（
延
享
元
年
）
法
中
、
門
徒

に
よ
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
土
寸
に
は
、
親
驚
聖
人
四
幅
御
絵

伝
、
大
谷
本
願
寺
親
驚
聖
人
の
縁
起
、
親
驚
聖
人
画
像
、
大
谷
本
願
寺
閉

山
上
人
御
影
等
の
宝
物
が
あ
る
。

聞

光

寺

我
々
の
最
後
の
参
拝
地
、
関
光
寺
は
仏
寿
山
と
号
す
。
長
禄
三
年
に
は

蓮
如
上
人
が
逗
留
さ
れ
た
ζ

と
が
あ
り
、
今
日
の
本
堂
の
前
の
庭
は
蓮
如

上
人
が
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
開
光
寺
に
は
様
々
な
も
の
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
蓮
如
上
人
の
六
字
十
｛
京
骨
号
、
一
休
禅
師
の
書
、
叉

「
き
き
し
よ
り
あ
ら
み
ご
と
な
る
も
み
じ
か
な
な
が
め
に
あ

き
ぬ
あ
き
の
よ
さ
」

学

会

業

報

「
あ
ま
ご
ぜ
も
女
性
善
門
も
ろ
と
も
に
乙
の
場
よ
り
は
信
を
と

ら
せ
よ
。
L

（
文
字
は
そ
の
通
り
で
は
な
い
）

等
の
蓮
如
上
人
の
御
歌
、
更
に
は
経
筒
等
が
あ
る
。

我
々
は
予
定
の
本
福
寺
、
福
林
寺
、
赤
野
井
別
院
、
そ
し
て
最
後
の
関

光
寺
の
見
学
を
と
ど
こ
お
り
な
く
終
え
た
。
帰
路
は
栗
東
の
名
神
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
京
都
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
高
速
道
路
を
通
り
、

四
時
頃
京
都
市
内
へ
つ
い
た
。
そ
し
て
遠
路
よ
り
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方

？
伊
』
京
都
駅
へ
送
り
、
最
後
に
出
発
地
で
あ
っ
た
龍
谷
大
学
正
門
前
で
解

散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
家
路
に
つ
い
た
。

一

お

知

ら

せ

一
宮
台
市
連
合
学
会
、
第
二
十
四
回
大
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
二

十
八
日
（
士
）
、
二
十
九
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
専
修
寺
（
三

重
県
津
市
）
に
お
い
て
開
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
会
に
お

い
て
研
究
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
の
要
領
で
お
申
込
下
さ

記

一
、
研
究
テ
l
マ

一

、

氏

名

一
、
所
属
宗
派
お
よ
び
所
属
機
関

一
、
申
込
先
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町
大
谷
大
学
、
真
宗
学

研
究
室
内
、
真
宗
連
合
学
会

一
、
申
込
期
日
五
十
二
年
一
月
三
十
一
日

ご
ニ
九



学

会

葉

報

会

計

報

正と
口

収
入
合
計

支
出
合
計

差
引
残
高
（
昭
和
五
十
一
年
繰
越
金
）

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
J

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」

一
、
五
二
二
、
五
七
八
円

一、

O
八
七
、
九
七
一
円

四
一
二
四
、
六
O
七
円

O
昭
和
五
十
年
度
（
到

収
入
の
部

学
会
費

真
宗
教
団
連
合
助
成
金

雑
収
入

前
年
度
繰
越
金

支
出
の
部

第
二
十
二
回
大
会
費

真
宗
研
究
第
二
十
輯
刊
行
費

会
議
費

事
務
費

通
信
費

交
通
費

O
第
二
十
三
回
大
会
会
計
報
告

合
計

三
四
九
、
六
O
O円

五
O
O、
0
0
0円

四
九
、

O
六
一
円

六
二
一
二
、
九
一
七
円

一
、
五
二
二
、
五
七
八
円

合
計

三
O
七
、
四
二
一
円

五
七
二
、
六
九
五
円
。

一五、

O
四
O
円

八
三
、
三
六
五
円

一八、

O
五
O
円

九
一
、
四
O
O円

て

O
八
七
、
九
七
一
円

収
入
の
部

本
願
寺
派
大
会
助
成
金

龍
谷
大
学
大
会
助
成
金

懇
親
会
費

聖
跡
巡
拝
費

宿
泊
費

写
真
代

そ
の
他
（
広
告
料
〉

学
会
充
当
金

支
出
の
部

印
刷
費

通
信
費

懇
親
会
費

聖
跡
巡
拝
費

宿
泊
費

写
真
費

接
待
費

会
場
設
蛍
費

事
務
費

交
通
費

宝
物
展
観
費

一因。

（
昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
九
日
・
三
十
日
）

合
計

合
計

一二

0
0、
0
0
0円

一五

O
、
0
0
0円

七
八
、

0
0
0円

六
八
、
五
O
O円

七
、
二

O
O円

五
、
六
O
O円

一五、

0
0
0円

一
O
七
、
一
六
五
円

七
三
一
、
四
六
五
円

七
O
、
一
五

O
円

五
三
、
二
ハ

O
円

一五二一、

0
0
0円

ご
三
二
、
九
六

O
円

七
、
二

O
O円

一
七
、
六

O
O円

九
五
、
四
五
O
円

九
四
、
七
O
O円

四
八
、
八
五
五
円

一
九
、
五
四
O
円

三
七
、
八
五
O
円

七
三
一
、
四
六
五
円



役

員

名

簿

参 顔

与 問

真
宗
十
派
法
主
狽
下

本
願
寺
派
宗
務
総
長

大

谷

派

uw

高

田

派

uw

仏
光
寺
派

uw

興

正

派

M
H

木

辺

派

グ

誠
照
寺
派

H
H

出
雲
寺
派

M
H

三
門
徒
派

u
H

山

元

派

H
H

龍

谷

大

学

学

長

大

谷

大

学

学

長

元

理

事

長

同

朋

大

学

学

長

京
都
女
子
大
学
学
園
長

元

理

事

長
，， 

フじフ己

理
グ理グ

事

長事

学

会

会

報

宮稲佐神大名大結小松二仏阪菅波浅高渚服嶺神
子 多（

崎葉藤上原畑江城島原葉木本原野井橋 部 藤 田 2
寛省

略
遵賢英龍実 JI頂誠開成善香範温俊浄香苗雄寿亮雄〉

円秀哲恵性応淳令叡祐憲道祖茂暁白呑憲恭

ヌじ

理
d グ理

事

長 事

藤

島

達

朗

佐

々

木

徹

真

赤

松

俊

秀

石

田

充

之

フじ

理

事

長

藤

原

幸

章

理

事藤
原
孝
章
・
柏
原
祐
泉
・
細
川
行
信
・
北
西
弘
（
大
谷
派
）

村
上
速
水
・
山
崎
慶
輝
・
信
楽
峻
麿
・
千
葉
乗
隆
（
本
願
寺
派
）

川
瀬
和
敬
・
平
松
令
三
（
高
田
学
会
）
寺
倉
裏
（
同
朋
大
学
）

長
安
章
俊
（
京
女
大
）

評

議

員

藤
原
幸
章
・
柏
原
祐
泉
・
細
川
行
信
・
北
西
弘
・
幡
谷
明

佐
々
木
求
己
・
広
瀬
呆
（
大
谷
派
）

村
上
速
水
・
山
崎
慶
輝
・
信
楽
峻
麿
・
千
葉
乗
降
・
小
川
貫
弐

武
内
紹
晃
・
浅
野
教
信
（
本
願
寺
派
）

川
瀬
和
敬
・
平
松
令
三
・
堤
玄
立
・
小
妻
道
生
（
高
田
派
）

寺
倉
裏
・
池
田
勇
諦
（
向
朋
大
〉

長
安
章
俊
・
霊
山
勝
海
（
京
女
大
〉

雲
藤
義
道
（
武
蔵
野
女
大
）
藤
沢
量
正
（
本
派
伝
道
院
〉

清
亮
（
真
宗
教
学
研
究
所
）
信
国
淳
（
大
谷
専
修
学
院
）

佐
々
木
乾
三
（
仏
光
寺
派
）
越
智
宣
祐
・
園
僑
（
興
正
派
）

二
村
龍
華
（
木
辺
派
〉
波
多
野
国
豊
（
誠
照
寺
派
）

藤
季
控
（
出
雲
路
派
〉
仏
木
道
範
（
山
元
派
）

林
精
専
（
一
ニ
門
徒
派
）

四



四


